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研
究
ノ
ー
ト

本
覚
法
門
と
現
代
仏
教

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

小

瀬

修

達

本
覚
法
門
の
成
立
か
ら
現
代
の
日
蓮
門
下
の
教
理
に
与
え
る
影
響
ま
で
を
、
次
の
三
節
を
以
て
論
じ
て
み
る
。

一
、
本
覚
法
門
の
成
立
で
は
、
本
覚
思
想
の
起
源
か
ら
中
古
天
台
に
お
け
る
本
覚
法
門
の
成
立
、
宗
祖
の
本
覚
法
門
に
対
す
る
見
解
を

考
え
る
。
二
、
宗
門
に
お
け
る
顕
本
論
の
展
開
で
は
、
宗
祖
の
顕
本
論
に
対
す
る
二
つ
の
解
釈
、
事
顕
本
・
理
顕
本
を
軸
と
し
て
、
宗
門

の
流
れ
を
室
町
期
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
俯
瞰
す
る
。
三
、
現
代
仏
教
に
お
け
る
顕
本
論
と
し
て
、
現
代
の
仏
教
に
お
け
る
本
覚
法
門
の
影

響
を
、
日
蓮
宗
、
九
識
霊
断
、
日
蓮
正
宗
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

一
、
本
覚
法
門
の
成
立

本
覚
思
想
の
起
源
「
大
乗
起
信
論
」

本
覚
思
想
の
起
源
は
、「
大
乗
起
信
論
」
に
み
ら
れ
る
。
本
論
は
、
六
世
紀

馬
鳴
菩
薩
著
、
梁
国
太
清
四
年（
西
暦
五
五
〇
年
）真
諦

三
蔵
訳
と
さ
れ
、
主
に
華
厳
宗
内
で
研
究
さ
れ
た
。
同
宗
の
第
三
祖
法
蔵
の
「
大
乗
起
信
論
義
記
」
等
の
註
釈
書
が
あ
る
。
本
編
は
、
因

縁
分
・
立
義
分
・
解
釈
分
・
修
行
信
心
分
・
勧
修
利
益
分
の
五
分
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
大
綱
を
説
く
「
立
義
分
」
で
は
、「
大
乗
」
の

「
法
」
と
「
義
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。「
法
」
と
は
大
乗
の
法
体
で
あ
り
、
大
乗
の
本
質
を
衆
生
の
心
と
し
て
、
衆
生
心
を
「
一
心
二
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門
」
に
分
析
し
て
説
明
し
、「
義
」
と
は
大
乗
の
意
義
で
あ
り
、
衆
生
心
の
本
質
を
真
如
と
し
て
、
衆
生
が
成
佛
し
真
如
の
全
現
し
た

姿
、
す
な
わ
ち
佛
の
在
り
方（
佛
身
論
）を
体
・
相
・
用
の
「
三
大
」
に
分
け
て
説
明
す
る
。

・
一
心
二
門

衆
生
心

衆
生
の
日
常
心
で
あ
る
「
一
心
」
を
、「
心
真
如
門
」（
本
質
面
）と
「
心
生
滅
門
」（
現
象
面
）の
二
門
に
分
け
て
説
明
す
る
。

「
心
真
如
門
」
は
、
衆
生
心
の
真
如（
あ
り
の
ま
ま
）の
相
が
、
大
乗
の
体（
本
質
）で
あ
る
と
し
て
、
心
が
主
客
の
分
離
か
ら
離
れ
た
状

態
を
「
心
真
如
」
と
云
い
、
自
他
・
善
悪
・
生
滅
等
相
対
的
対
立
の
無
い
一
法
界
、
平
等
・
絶
対
の
本
質
面
を
説
く
。「
大
乗
起
信
論
義

疏
」（
浄
影
寺
慧
遠
撰
）で
は
、
こ
の
心
真
如
門
の
心
真
如
相
を
第
九
識（
無
垢
識
）と
し
て
い
る
。

「
心
生
滅
門
」
は
、
真
如
に
無
明
が
薫
習
す
る
こ
と
に
よ
り
妄
念
が
生
じ
、
主
客
が
分
離
し
て
、
自
他
の
分
別
に
始
ま
る
相
対
的
差
別

相
や
時
間
の
概
念
等
と
な
る
と
し
て
現
象
面
を
説
く
。
こ
の
よ
う
に
、
真
如
が
無
明
の
縁
に
随
い
現
象
界
を
成
立
さ
せ
る
事
を
随
縁
真
如

と
云
う
。
ま
た
、
真
如
に
無
明
が
熏
習
す
る
こ
と
は
、
不
生
不
滅
の
「
如
來
蔵
」（
真
如
が
煩
悩
に
覆
わ
れ
た
状
態
）と
生
滅
の
無
明
が
和

合
し
て
非
一
非
異
の
状
態
に
あ
る
「
阿
梨
耶
識
」（
真
妄
和
合
識
）で
あ
り
、
こ
こ
よ
り
現
象
界
が
生
じ
る
と
す
る
。「
阿
梨
耶
識
」
に
は

覚（
本
覚
・
始
覚
）・
不
覚
の
二
義
が
あ
り
、
衆
生
心
が
無
明
妄
念
の
「
不
覚
」
の
状
態
か
ら
、
修
行
に
よ
り
如
來
蔵
の
煩
悩
に
覆
わ
れ
た

真
如
が
徐
々
に
現
れ
て
ゆ
く
段
階
が
「
始
覚
」
で
あ
り
、
無
明
煩
悩
を
完
全
に
断
じ
真
如
の
全
現
し
た
状
態
が
「
本
覚
」（
衆
生
心
に
本

来
備
わ
る
覚
り
）に
同
じ
る
も
の
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
真
如
の
全
現
し
た
本
覚
に
お
い
て
心
真
如
の
本
質
界
に
帰
一
し
成
佛
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
真
如
が
衆
生
の
内
か
ら
覚
…
智
慧
と
し
て
働
き
か
け
る
事
を
「
内
熏
」
と
い
い
、
外
か
ら
佛
菩
薩
と
し
て
現
じ

て
導
く
事
を
「
外
熏
」
と
い
う
。
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・
三
大
佛
身
論

大
乗
の
「
義
」
に
つ
い
て
、
一
心
二
門
で
示
さ
れ
た
大
乗
の
体
で
あ
る
心
真
如
は
、
佛
身
と
し
て
は
法
身
で
あ
り
、
こ
の
佛
の
在
り
方

を
佛
身
論
と
し
て
体
・
相
・
用
の
「
三
大
」
に
説
く
。「
体
大
」
と
は
、
佛
の
本
体
で
あ
る
真
如

法
身
で
あ
り
、
法
身
は
一
切
法
に
偏

在
す
る
故
に
、
真
如
門
・
生
滅
門
、
衆
生
・
佛
と
も
平
等
に
真
如
が
備
わ
る
と
す
る
。「
相
大
」
と
は
、
法
身
に
備
わ
る
諸
徳（
智
慧
、
慈

悲
等
）す
な
わ
ち
「
性
功
徳
」
で
あ
り
、
衆
生
心
に
内
在
す
る
法
身
で
あ
る
「
如
來
蔵
」
に
こ
の
「
性
功
徳
」
が
具
足
す
る
事
を
説
く
。

｜
心
真
如
門（
本
質
界
）｜
｜
一
法
界
｜
｜
｜
真
如
…
平
等
一
味
・
九
識

一
心（
衆
生
心
）｜

｜
生
滅
｜
｜
｜
不
覚
｜
｜
｜
｜
｜
｜
無
明（
阿
梨
耶
識
）

｜
心
生
滅
門（
現
象
界
）｜
｜
阿
梨
耶
識
｜

非
一
非
異

｜
不
生
不
滅
｜
覚（
本
覚
・
始
覚
）｜
如
來
蔵

｜
体
大（
真
如
、

平

等
）理

法
身（
理
智
不
二
）

三

大
｜
｜
相
大（
如
來
蔵
、
性
功
徳
）智

←
用
熏
習

｜
用
大（
活
動
、
利
他
）｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
報
身
・
化

身（
方
便
身
）

（
応

身
）
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「
体
大
」
と
「
相
大
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
身
佛
の
理
と
智
を
表
す
が
、
こ
の
理
智
不
二
法
身
が
「
方
便
身
」
と
し
て
世
間
に
現
れ
て
衆
生

を
救
済（
利
他
）す
る
報
身
と
化
身（
応
身
）の
作
用
を
「
用
大
」（
真
如
の
外
熏
、
用
熏
習
）と
い
う
。

真
言
密
教

弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四

八
三
五
）
は
、「
釈
摩
訶
衍
論
」（
大
乗
起
信
論
の
註
釈
書
）を
用
い
て
真
言
密
教
を
理
論
化
し
た
。「
十
住

心
論
」「
弁
顕
密
二
教
論
」「
即
身
成
仏
義
」
等
。
教
相
に
お
い
て
は
「
三
大
」
の
「
体
大
」
に
六
大
無
礙
、「
相
大
」
に
四
曼
功
徳
、「
用

大
」
に
三
密
加
持
を
そ
れ
ぞ
れ
配
し
た
。「
体
大
」
で
は
、
大
日
法
身
の
体
は
六
大（
能
生
）で
あ
り
、
地
水
火
風
空
は
理
、
識
は
智
を
表

す
。
万
物（
四
種
法
身
・
曼
荼
羅
・
三
種
世
間
）は
こ
の
六
大
に
よ
り
構
成
さ
れ
る（
所
生
）故
に
、
大
日
如
来
と
衆
生
は
本
来
不
二
平
等
で

あ
る（
理
具
成
佛
）と
し
、「
相
大
」
で
は
、
六
大
随
縁
の
相
を
四
種
曼
荼
羅
に
分
類
し
て
十
界
を
説
明
し
、
四
曼
の
功
徳
を
自
身
に
顕
現

す
る
顕
徳
成
佛
を
説
き
、「
用
大
」
で
は
、
三
密
加
持（
法
身
・
衆
生
の
三
密
相
応
）に
よ
る
即
身
成
佛（
加
持
成
佛
）を
説
い
た
。
こ
の
理

具
・
顕
徳
・
加
持
成
佛
を
三
種
即
身
成
仏
と
い
う
。

兩
部
曼
荼
羅
お
い
て
本
尊
大
日
如
來（
法
身
）の
「
智
」
を
「
金
剛
頂
経
」
所
説
の
「
金
剛
界
曼
荼
羅
」
に
、「
理
」
を
「
大
日
経
」
所

｜
体
大

六
大
無
礙

地
・
水
・
火
・
風
・
空
大
…
理
、
識
大
…
智

理
具
成
佛

三

大
｜
｜
相
大

四
曼
功
徳

大
・
三
昧
耶
・
法
・
羯
磨
曼
荼
羅

顕
徳
成
佛

｜
用
大

三
密
加
持

身
・
語
・
意

加
持
成
佛
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説
の
「
胎
藏
界
曼
荼
羅
」
に
配
す
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
に
は
「
起
信
論
」
の
理
智
不
二
法
身
に
よ
っ
て
理
論
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
佛
身
論
で
あ
る
四
種
法
身（
報
身
・
応
身
も
全
て
法
身
と
み
な
す
）に
お
い
て
、
自
性
身（
法
身
）か
ら
自
受
用
身
・
他
受
用

身（
報
身
）、
変
化
身
・
等
流
身（
応
身
）が
生
ず
る
説
も
、「
起
信
論
」
の
理
智
不
二
法
身
か
ら
報
身
、
化
身（
応
身
）を
生
ず
る
説
と
同
系

統
の
佛
身
論
で
あ
る
。

兩
部
曼
荼
羅
に
お
け
る
理
・
智
の
配
当
は
、
東
密
・
台
密
共
通
で
あ
り
、「
智
法
身
・
金
剛
界
曼
荼
羅
」
は
、
大
日
如
来
の
智
徳
を
示

し
、
如
來
が
悟
り
の
世
界（
果
）を
示
す
為
に
菩
薩
と
な
り
、
修
行
し
て
金
剛
界
如
來
と
な
る
過
程（
従
因
至
果
）を
表
し
た
曼
荼
羅
で
「
始

覚
」
に
配
さ
れ
る
。「
理
法
身
・
胎
藏
界
曼
荼
羅
」
は
衆
生
本
具
の
理
性
を
示
し
、
衆
生
の
内（
心
臓
）に
具
す
る
法
身
を
曼
荼
羅
中
央
の

中
台
八
葉
院（
八
葉
九
尊
）と
し
て
如
來
の
慈
悲
・
智
慧
が
中
央
か
ら
外
界
の
六
道
へ
と
向
け
ら
れ
る
様（
従
果
向
因
）を
表
し
た
曼
荼
羅
で

あ
り
、
衆
生
に
内
在
す
る
法
身
を
説
く
こ
と
か
ら
「
本
覚
」
に
配
さ
れ
る
。

中
古
天
台
﹇
中
古
…
平
安
末
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
〕

天
台
宗
は
、
伝
教
大
師
以
降
、
円
仁
、
円
珍
が
入
唐
求
法
し
て
密
教
を
伝
え
、
五
大
院
安
然
の
代
に
東
密
が
導
入
さ
れ
た
。
以
降
、
密

教
中
心
の
教
理
が
続
い
た
が
、
叡
山
中
興
一
八
世
慈
慧
大
師
良
源
（
九
一
二

九
八
五
）
の
代
に
論
議
制
度
を
立
て
て
法
華
円
教（
顕
教
）

兩
部
曼
荼
羅

東
密
・
台
密

理
智
不
二
法
身

大
日
法
身（
理
智
不
二
）

｜
金
剛
界
曼
荼
羅

智

果

従
因
至
果

始
覚

大
日
法
身（
理
智
不
二
）｜

｜
胎
藏
界
曼
荼
羅

理

因

従
果
向
因

本
覚
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の
宗
旨
を
再
興
し
た
。
こ
の
門
下
に
慧
心
院
源
信
・
檀
那
院
覚
運
の
二
師
が
出
て
顕
密
合
談
の
学
風
を
興
し
、
以
来
、
慧
心
・
檀
那
両
流

の
下
で
密
教
の
金
胎
両
部
に
基
づ
く
本
覚
の
教
理
と
天
台
の
法
華
経
本
門
の
教
理
が
融
合
し
て
中
古
天
台
に
お
け
る
本
覚
本
門
の
教
理
が

成
立
し
た
。

密
教
と
天
台
学
と
の
融
合
の
先
駆
け
は
、
智
証
大
師
円
珍
が
「
顕
密
一
如
本
佛
義
」
に
お
い
て
法
華
経
本
門
の
無
作
三
身（
釈
迦
牟
尼

佛
）と
大
日
如
来
を
同
一
視
し
、
本
門
三
佛（
身
）を
金
剛
界
の
事
佛
、
迹
門
三
佛
を
胎
藏
界
の
理
佛
と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
中
古
天
台

に
お
い
て
は
、
胎
藏
界
の
衆
生
に
内
在
す
る
覚
り
を
意
味
し
た
「
本
覚
」
が
、
本
覚
佛
と
し
て
金
剛
界
の
法
身
自
体
の
覚
り
を
表
す
語
と

な
り
、
金
剛
界
・
本
門
に
従
果
向
因
本
覚
、
胎
藏
界
・
迹
門
に
従
因
至
果
始
覚
が
配
さ
れ
、
本
覚
佛
の
無
作
三
身
を
本
地
佛
と
し
た
本
覚

本
門
思
想
の
成
立
と
な
っ
た
。

起
信
論

真
言

中
古
天
台

理
智
不
二
法
身

大
日
如
来

無
作
三
身

法
華
本
門

東
密
・
台
密

中
古
天
台

｜
金
剛
界

智

従
因
至
果

始
覚

胎
藏
界

迹
門

理

従
因
至
果

始
覚

大
日
如
來
｜

無
作
三
身

｜
胎
藏
界

理

従
果
向
因

本
覚

金
剛
界

本
門

事

従
果
向
因

本
覚
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慧
檀
両
流
の
由
来
や
思
想
上
の
相
違
に
つ
い
て
説
か
れ
る
最
古
の
文
献
は
、「
漢
光
類
聚
抄
」（
平
安
末

鎌
倉
初
期
成
立
）で
あ
る
。

こ
の
書
に
よ
れ
ば
、
伝
教
大
師
が
入
唐
求
法
の
際
に
道
邃
・
行
滿
二
師
よ
り
相
承
し
た
二
箇
の
法
門（
宗
旨
…
天
心
独
朗
観
・
三
千
三
観

観
心
、
宗
教
…
四
教
五
時
本
迹
等

教
相
）が
円
仁
に
授
け
ら
れ
、
以
来
歴
代
座
主
に
相
伝
し
た
が
、
良
源
の
代
に
弟
子
の
慧
心
院
源

信
と
檀
那
院
覚
運
へ
別
々
に
相
承
さ
れ
、
源
信
に
は
二
箇
の
法
門
、
特
に
宗
旨（
観
心
）を
、
覚
運
に
は
宗
教（
教
相
）の
み
を
伝
え
、
以

降
、
慧
檀
両
流
に
分
か
れ
て
相
伝
さ
れ
た
と
す
る
。
宗
祖
に
お
い
て
も
「
檀
那
僧
正
は
教
を
伝
ふ
、
慧
心
僧
都
は
観
を
ま
な
ぶ
」
と
「
四

条
金
吾
殿
御
返
事
」
昭
和
定
本
六
三
四
頁
に
あ
る
。

以
後
、
中
古
天
台
の
文
献
「
天
台
名
匠
口
決
抄
」「
玄
義
私
類
聚
」「
止
観
の
見
聞
添
註
」
等
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
説
を
踏
襲
し
、
加
説

し
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
様
な
配
当
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
等
は
慧
心
流
の
相
伝
で
あ
り
、
実
際
は
、
慧
檀
両
流
と
も
同
一
傾
向
、
同
程

度
の
口
伝
主
義
の
本
覚
思
想
と
さ
れ
る
。

次
に
、
慧
檀
両
流
の
実
際
の
思
想
内
容
を
、
教
判
、
教
理
、
観
心
、
口
伝
、
の
四
項
目
に
分
け
て
説
明
す
る
。

・
教
判

三
種
法
華
・
四
重
興
廃

主
な
教
判
に
は
、
三
種
法
華
・
四
重
興
廃
の
二
形
式
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
種
法
華
と
は
、
根
本
法
華（
佛
の
内
証
）・
隠
密
法
華（
法
華

経
以
外
の
一
切
の
教
）・
顕
説
法
華（
経
文
上
に
唯
一
佛
乗
と
説
く
実
際
の
法
華
経
）の
三
種
で
あ
り
、
法
華
経
の
開
会
に
基
づ
き
、
一
切

の
教
を
法
華
経
に
帰
一
さ
せ
る
絶
待
教
判
で
あ
る
。
四
重
興
廃
と
は
、
爾
前
・
迹
門
・
本
門
・
観
心
の
四
重
を
立
て
、
前
劣
後
勝
に
相
対

｜
慧
心
流

道
邃
相
承

九
識
修
行
の
法
門

観
心
為
本

従
果
向
因

本
覚

｜
檀
那
流

行
滿
相
承

六
識
修
行
の
法
門

教
相
為
本

従
因
至
果

始
覚
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さ
せ
、
最
後
に
本
門
本
地
佛
の
無
作
三
身（
教
相
）と
観
心
を
相
対
さ
せ
て
、
観
心
の
止
観
を
最
勝
と
す
る
観
心
主
義
の
相
待
教
判
で
あ

る
。

・
教
理

本
覚
本
門

教
理
内
容
は
本
門
思
想
に
立
脚
し
、
本
迹
二
門
の
浅
深
勝
劣
を
区
別
し
、
寿
量
品
極
説
の
無
作
三
身
を
本
門
の
体
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
四
重
興
廃
の
中
で
は
第
二
重
の
本
門
と
迹
門
の
相
対
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
実
際
の
内
容
は
、
次
に
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
事
理
・

色
心
等
を
相
対
さ
せ
、
無
作
三
身
の
顕
現
で
あ
る
現
実
相
を
絶
対
肯
定
し
、
凡
夫
即
佛
を
説
く
。

本
門
の
発
迹
顕
本
に
は
、「
事
顕
本
」
と
「
理
顕
本
」
の
二
種
が
あ
る
。
事
顕
本
と
は
事
成
顕
本
で
あ
り
、
寿
量
品
所
説
の
五
百
億
塵

点
劫
の
譬
え
に
示
さ
れ
た
教
相
上
の
久
遠
実
成
の
佛
の
顕
本
で
あ
る
。
理
顕
本
で
は
、
文
上
・
教
相
に
説
か
れ
る
久
遠
実
成
を
仮
設
と

し
、
文
底
・
観
心
の
理
本
覚
、
無
作
三
身
を
本
地
佛
と
し
て
顕
本
す
る
。

｜
迹

門

理
円

理
具
三
千

心
實
相

理
法
性

不
変
真
如

始
覚

有
作
三
身

断
惑
開
悟

｜
本

門

事
円

事
具
三
千

色
實
相

事
法
性

随
縁
真
如

本
覚

無
作
三
身

妄
法
本
有

｜
理
顕
本

文
底

観
心

無
始
無
終
・
無
作
三
身

真
実

本

門

発
迹
顕
本
｜

｜
事
顕
本

文
上

教
相

五
百
塵
点
・
久
遠
実
成

仮
説
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中
古
天
台
に
お
け
る
本
覚
思
想
の
原
理
を
、
次
の
図
を
参
考
に
説
明
し
て
み
る
。「
本
覚
」
の
語
源
と
な
る
「
大
乗
起
信
論
」
の
一
心

二
門
の
内
、
心
生
滅
門（
現
象
界
）…
阿
梨
耶
識（
真
妄
和
合
識
）の
覚（
本
覚
・
始
覚
）・
不
覚
の
二
義
の
中
で
説
か
れ
る
、
衆
生
に
内
在
す

る
本
来
的
な
覚
り
が
「

本
覚
」
で
あ
っ
た
が
、
中
古
天
台
で
は
、「

本
覚
真
如
」
と
し
て
心
真
如
門（
本
質
界
）に
お
け
る
根
本
原
理

の
真
如
・
法
身
を
表
す
語
と
な
り
、
現
象
界
を
、
こ
の
本
覚
真
如
・
無
作
三
身
の

顕
在
化
と
し
て
観
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
観
心
と

し
て
「
天
心
独
朗
観
」
等
と
い
う
。
本
質
界
の
真
如
の
不
変
性
を
「
不
変
真
如
」、
現
象
界
の
真
如
の
随
縁
性
を
「
随
縁
真
如
」
と
い

い
、
中
古
天
台
で
は
、
迹
門
に
「
不
変
真
如
」、
本
門
に
「
随
縁
真
如
」
を
配
す
る
。
ま
た
、
本
質
界
…
文
底
・
観
心
、
無
作
三
身
の
顕

本
が
「
理
顕
本
」、
現
象
界
…
文
上
・
教
相
、
久
遠
実
成
の
顕
本
が
「
事
顕
本
」
と
な
る
。

｜
心
真
如
門（
本
質
界
）｜
不
変
真
如
｜

本
覚
真
如

無
作
三
身

九
識

一

心
｜
｜

←
顕
在
化

｜
生
滅

不
覚
無
明

｜
心
生
滅
門（
現
象
界
）｜
随
縁
真
如
｜
阿
梨
耶
識
｜

｜
不
生
不
滅

如
來
蔵

覚（

本
覚
・
始
覚
）

｜
心
真
如
門（
本
質
界
）…
文
底
観
心
﹇
理
顕
本
〕
無
作
三
身

｜
心
生
滅
門（
現
象
界
）…
文
上
教
相
﹇
事
顕
本
〕
久
遠
実
成
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・
観
心

天
心
独
朗
観
・
本
門
事
観

森
羅
三
千（
心
生
滅
門

現
象
界
）全
て
の
存
在
は
、

本
覚
・
無
作
三
身（
心
真
如
門

本
質
界
）の
表
れ
振
舞（

顕
在
化
）と
観
ず
る

（
前
図
参
照
）。
こ
の
無
作
三
身
の
境
地（
凡
夫
即
佛
佛
即
法
界
）を
自
覚
す
る
一
念
を
「
天
心
独
朗
観
」
・
「
本
門
事
観
」
等
と
云
い
、
中

古
天
台
に
お
け
る
止
観
の
正
行
と
す
る
。
四
重
興
廃
で
選
択
さ
れ
た
観
心
行
で
あ
る
。

・
口
伝

慧
心
・
檀
那
両
流
の
口
伝
法
門

前
に
教
判
・
教
理
・
観
心
で
示
し
た
内
容
を
、
口
伝
法
門
と
す
る
。
種
類
・
形
式
が
複
雑
多
様
で
あ
り
、
奥
儀
と
し
て
、
慧
心
流

三

重
七
箇
の
大
事
、
檀
那
流

玄
旨
帰
命
檀
の
伝
授
、
い
づ
れ
も
一
心
三
観
、
無
作
三
身
が
主
体
的
内
容
で
あ
り
、
一
心
三
観
を
修
行
し
て

無
作
三
身
を
證
得
し
、
自
受
用
本
佛
と
な
る
主
旨
で
あ
る
。

○
中
古
天
台
の
実
情

宗
祖
「
立
正
観
鈔
」
昭
和
定
本
八
五
〇
頁

「
当
世
の
天
台
宗
の
学
者
は
、
天
台
の
石
塔
の
血
脈
を
秘
し
失
う
故
に
、
天
台
の
血
脈
相
承
の
秘
法
を
習
い
失
つ
て
、
我
と
一
心
三
観
の

血
脈
と
て
我
意
に
任
せ
て
書
を
造
り
、
錦
の
袋
に
入
れ
て
頸
に
懸
け
、
箱
の
底
に
埋
め
て
高
直
に
売
る
故
に
邪
義
国
中
に
流
布
し
て
、
天

台
の
佛
法
を
破
失
せ
る
な
り
。
天
台
の
本
意
を
失
い
、
釈
尊
の
妙
法
を
下
す
。」

文
の
通
り
、
道
邃
よ
り
伝
教
大
師
へ
伝
授
さ
れ
た
正
統
な
血
脈
は
絶
え
、
偽
造
し
た
複
雑
多
様
な
血
脈
が
高
額
で
売
ら
れ
、
こ
れ
が
全

国
に
流
布
し
た
為
に
天
台
宗
全
体
の
荒
廃
を
招
い
た
と
し
て
い
る
。
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「
官
職
と
い
は
ず
、
學
問
文
芸
と
い
は
ず
、
す
べ
て
が
世
襲
の
株
と
な
つ
て
、
た
ゞ
傳
授
の
形
を
の
み
尊
び
、
門
流
學
閥
の
競
争
を
事
と

す
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
平
安
末
期
よ
り
鎌
倉
時
代
に
至
つ
て
、
や
う
や
く
著
し
く
な
つ
た
所
で
あ
る
。
況
や
、
僧
侶
の
妻
帯
、
血
統
相

續
の
ご
と
き
も
、
ま
た
す
で
に
平
安
朝
以
來
著
し
く
あ
ら
わ
れ
て
き
て
居
る
。（
中
略
）

傳
授
料
を
出
だ
さ
ざ
る
に
於
て
は
、
決
し
て
一
流
の
大
事
、
秘
傳
血
脈
を
相
傳
す
べ
か
ら
ず
と
な
し
て
、
公
然
こ
れ
を
売
買
せ
ら
る
々

に
至
つ
て
は
、
即
ち
口
傳
法
門
そ
の
も
の
が
商
品
化
し
、
ま
た
同
時
に
そ
れ
が
各
門
流
の
経
済
生
活
を
う
る
ほ
し
、
そ
の
財
政
を
支
持
す

る
一
箇
の
株
と
な
つ
て
、
完
全
に
そ
の
私
有
財
産
化
し
た
こ
と
は
争
へ
な
い
事
實
で
あ
る
。」

「
日
本
佛
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
下
」
八
一
、
八
九
頁

こ
の
様
に
、
口
伝
血
脈
の
世
襲
・
売
買
、
偽
書
の
濫
造
、
僧
侶
の
妻
帯
等
が
生
じ
、
行
学
の
廃
頽
を
起
し
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人

「
開
目
抄
」
昭
和
定
本
五
四
九
頁

「
当
世
も
法
華
経
を
ば
皆
信
じ
た
る
や
う
な
れ
ど
も
、
法
華
経
に
て
は
な
き
な
り
。
其
故
は
法
華
経
と
大
日
経
と
、
法
華
経
と
華
厳
経

と
、
法
華
経
と
阿
弥
陀
経
と
一
な
る
や
う
を
と
く
人
を
ば
悦
で
帰
依
し
、
別
々
な
る
な
ん
ど
申
人
を
ば
用
ず
。
た
と
い
用
れ
ど
も
本
意
な

き
事
と
を
も
へ
り
。」

法
華
経
と
大
日
経
・
華
厳
経
・
阿
弥
陀
経
と
を
一
つ
に
し
た
も
の
が
、
中
古
天
台
本
覚
思
想
で
あ
る
。
佐
後
の
宗
祖
は
、
本
覚
思
想
の

影
響（
本
門
事
具
一
念
三
千
等
）を
受
け
つ
つ
も
、
口
伝
血
脈
を
否
定
し
、
大
日
経
・
華
厳
経
・
阿
弥
陀
経
等
爾
前
諸
経
の
影
響
を
受
け
た

も
の（
無
作
三
身
等
）を
排
除
し
た
。
中
古
天
台
の
理
本
覚
の
凡
夫
即
佛
に
対
し
、
題
目
受
持
を
も
っ
て
人
界
具
佛
界
を
認
め
、
本
門
事
の

一
念
三
千
、
即
身
成
仏
を
説
く
。
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中
古
天
台
と
宗
祖
と
の
相
違
点
を
、

佛
身
論
、

無
作
三
身
、

佛
界
と
現
実
世
界
、

口
伝
法
門
、

教
判
の
各
面
か
ら
検
証
し

て
み
る
。

佛
身
論

・
真
言（
理
智
不
二
）法
身
為
正
大
日
如
来

真
言
宗
の
大
日
如
来
は
、「
起
信
論
」
の
理
智
不
二
法
身
を
基
に
理
論
化
さ
れ
た
佛
で
あ
る
。「
起
信
論
」
の
佛
身
論
で
あ
る
「
三
大
」

（
体
大
…
理
・
相
大
…
智
・
用
大
…
利
他
）の
内
、
法
身
佛
は
、
体
大（
理
）・
相
大（
智
）を
具
え
た
理
智
不
二
・
無
始
無
終
の
存
在
と
し
て

本
質
界
に
在
り
、
こ
れ
を
本
体
と
し
て
現
象
界
に
報
身
・
化
身（
応
身
）を
方
便
身
と
し
て
顕
現
さ
せ
る（
用
熏
習
）が
、
真
言
で
は
全
て
を

法
身
と
み
な
し
て
、
自
性
法
身（
理
智
不
二
法
身
）を
本
体
と
し
て
受
用
法
身（
報
身
）…
自
受
用
・
他
受
用
、
変
化
法
身（
化
身
）…
変
化
・

等
流
と
し
て
出
現
す
る
。
両
者
は
同
系
統
の
佛
身
論
で
あ
り
、
法
身
佛
自
体
に
智
慧
・
功
徳
が
「
性
功
徳
」
と
し
て
本
来
具
足
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

・
中
古
天
台（
理
顕
本
）法
身
為
正
無
作
三
身

｜
受
用
法
身（
報
身
）…
自
受
用
・
他
受
用

（
理
智
不
二
法
身
）自
性
法
身
｜

（
方
便
身
）

｜
変
化
法
身（
化
身
）…
変
化
身
・
等
流
身
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智
証
大
師
円
珍
は
、「
顕
密
一
如
本
佛
義
」
に
お
い
て
、
法
華
経
本
門
の
無
作
三
身（
釈
迦
牟
尼
佛
、
当
時
の
無
作
は
円
教
の
意
）と
大

日
如
来
を
同
一
視
し
、
本
門
三
佛（
身
）を
金
剛
界
の
事
佛
、
迹
門
三
佛
を
胎
藏
界
の
理
佛
に
配
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
無
作
三
身
と
大
日

如
来
は
二
佛
同
体
と
な
っ
た
。
以
後
、
中
古
天
台
で
は
法
華
中
心
と
な
っ
た
が
、
密
教
の
理
を
持
つ
法
身
為
正
の
無
作
三
身
が
法
華
経
の

本
地
佛
と
な
っ
た
。
理
顕
本
に
お
い
て
文
上
久
遠
実
成
の
佛
を
迹
佛
と
し
て
文
底
無
作
三
身
を
本
佛
と
し
た
こ
と
は
、
実
質
的
に
は
天
台

の
三
身
説
を
仮
説
と
し
て
、
密
教
の
理
智
不
二
法
身
を
本
佛
と
し
た
こ
と
と
な
る
。

起
信
論

真
言

中
古
天
台

理
智
不
二
法
身

大
日
如
来

無
作
三
身（
本
地
佛
、
分
身
散
体
し
て
一
切
の
仏
を
生
じ
る
）

法
華
本
門

（
理
顕
本
）無
作
三
身

（
事
顕
本
）久
遠
実
成
三
身

（
理
智
不
二
）法

身

（
方
便
身
）

・
天

台（
事
顕
本
）報
身
為
正

久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛

「
法
華
文
句
」
九
下
、
壽
量
品
一
六
、
大
正
蔵
経
三
四
、
一
二
九

「
此
の
品
の
詮
量
は
、
通
じ
て
三
身
を
明
か
す
。

若
し
別
意
に
従
は
ば
、
正
し
く
報
身
に
在
り
。
何
を
以
て
の
故
に
義
便
に
文
會
す
。
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義
便
と
は
、
報
身
の
智
慧
は
上
に
冥
じ
下
に
契
う
て
三
身
宛
足
す
、
故
に
義
便
と
言
う
。

文
會
と
は
、﹇
我
れ
成
佛
し
て
よ
り
已
來
、
甚
だ
大
に
久
遠
な
り
。〕

故
に
能
く
三
世
に
衆
生
を
利
益
し
た
ま
う
と
、
所
成
は
即
ち
法
身
、
能
成
は
即
ち
報
身
、

法
と
報
と
合
す
る
が
故
に
、
能
く
物
を
益
す
、
故
に
文
會
と
言
う
。

此
を
以
て
之
を
推
す
に
、
正
意
は
是
れ
報
身
佛
の
功
徳
を
論
ず
る
也
。」

本
門
寿
量
品
所
説
、
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛
は
、
本
時
成
道
に
お
い
て
報
身
の
智
慧
が
法
身
の
理
境
を
証
し
て
、「
法
と
報
と
合
す

る
」（
境
智
冥
合
）こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
佛
で
あ
る
。

三
身
即
一
の
佛
身
の
中
心
は
報
身
佛
で
あ
り
、
報
身
佛
の
智
慧
は
、
上
は
法
身
佛（
境
）と
境
智
冥
合
し
て
一
体
と
な
り
、
一
佛
乗
の
真

理
を
体
現
し
、
下
は
応
身
佛
の
智
慧
と
な
っ
て
衆
生
を
利
益
す
る
。
す
な
わ
ち
、
三
身
即
一
の
内
、
報
身
智
が
主
体
と
な
っ
て
久
遠
の
教

化
活
動（「
三
世
に
衆
生
を
利
益
し
た
ま
う
」）を
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
報
身
為
正
で
あ
る
。
宗
祖
の
佛
身
論
も
同
説
で
あ
る
。

法

身（
理
境
）

久
遠
実
成

→
冥
合

応

身

報

身（
智
慧
）

・
日
蓮
聖
人（
事
顕
本
）報
身
為
正

久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛

「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」

昭
和
定
本
七
一
一
頁



─ ─

「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。
我
等
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
、
自
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
与

え
た
も
う
。」

「
法
華
玄
義
」
一
上
、
七
番
共
解
一
票
章（
宗
玄
義
）、
大
正
蔵
経
三
三
、
六
八
三

「
宗
と
は
要
也
。
所
謂
る
佛
の
自
行
の
因
果
を
以
て
宗
と
為
す
也
。（
中
略
）

意
を
取
て
言
を
爲
さ
ば
、
因
は
久
遠
之
實
修
を
窮
め
、
果
は
久
遠
之
實
證
を
窮
む
。」

妙
法
五
字
の
功
徳
内
容
は
「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
」
で
あ
り
、
こ
の
二
法
は
、「
佛
の
自
行
の
因
果
」
す
な
わ
ち
、
佛
が
自
ら
修

行
し
て
得
た
因
行
果
徳
で
あ
る
か
ら
報
身
佛
の
功
徳
で
あ
る
。「
因
は
久
遠
之
實
修
を
窮
め
、
果
は
久
遠
之
實
證
を
窮
む
」。
こ
の
報
身
佛

成
道
の
「
實
修
…
因
・
實
證
…
果
」
を
以
っ
て
、
妙
法
五
字
の
功
徳
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
起
信
論
」
の
理
智
不
二
法
身

は
、
無
始
無
終
の
法
身
佛
自
体
に
智
慧
・
功
徳
が
「
性
功
徳
」
と
し
て
本
来
具
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
報
身
佛
の
因
行
果
徳
に
基
づ

く
功
徳
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
理
智
不
二
法
身
を
基
と
し
た
無
作
三
身
か
ら
は
、「
釈
尊
の
因
行
果
徳
の
二
法
」
と
い
う
功
徳

概
念
は
生
じ
得
な
い
訳
で
あ
る
。

無
作
三
身
…
理
顕
本

昭
和
定
本
正
編
で
は
、「
三
大
秘
法
鈔
」「
授
職
灌
頂
口
伝
鈔
」「
教
行
証
御
書
」「
当
体
義
鈔
」
に
無
作
三
身
の
語（
最
澄
の
「
守
護
国

界
章
」
の
無
作
三
身
説
は
別
意
の
為
除
く
）が
見
ら
れ
る
が
、
五
大
部
等
主
要
遺
文
は
事
顕
本
の
佛
で
あ
り
、
無
作
三
身
の
説
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
宗
祖
の
本
意
と
し
て
は
事
顕
本
の
久
遠
実
成
の
佛
、
対
機
説
法
と
し
て
無
作
三
身
も
説
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
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た
、
室
町
期
の
日
興
門
流
の
成
立（
執
行
海
秀
説
）と
さ
れ
る
「
御
義
口
伝
」
上
下
巻
に
は
、
二
十
一
ヶ
所
見
ら
れ
る
。

佛
界
と
現
実
世
界

・
天

台
・
日
蓮
聖
人
…
娑
婆
即
寂
光（
相
即
論
）

「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」
昭
和
定
本
七
一
二
頁

「
今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
、
三
災
を
離
れ
四
劫
を
出
で
た
る
常
住
の
浄
土
な
り
。
仏
既
に
過
去
に
も
滅
せ
ず
未
来
に
も
生
ぜ
ず
、
所
化
以

て
同
体
な
り
。
此
れ
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
、
三
種
の
世
間
也
。」

娑
婆
世
界（
現
実
世
界
）と
常
寂
光
土（
円
教
法
身
浄
土
）の
相
即
、
法
身
は
娑
婆
世
界
に
遍
満
し
て
い
る
境
で
あ
り
、
報
身
智
が
境
智
冥

合
し
て
こ
れ
を
証
し
た
時（
久
遠
実
成
）、
娑
婆
即
寂
光
の
浄
土
が
認
識
さ
れ
た
。
衆
生
に
お
い
て
は
、
妙
法
五
字
を
唱
題
受
持
す
る
時
、

こ
の
娑
婆
即
寂
光
の
「
常
住
の
浄
土
」
が
認
識
さ
れ
る
。

・
真

言
・
中
古
天
台
…
真
如
随
縁（
縁
起
論
）

法
身
佛
の
世
界
で
あ
る
「
心
真
如
門
」
の
本
質
界
と
、
現
実
世
界
で
あ
る
「
心
生
滅
門
」
の
現
象
界
の
二
面
に
分
け
、「
心
真
如
門
」

の
本
質
で
あ
る
真
如
が
随
縁
変
動
し
て
「
心
生
滅
門
」
の
現
象
界
を
顕
現
し
て
い
る
と
説
く
「
随
縁
真
如
」
に
立
脚
し
、（
心
真
如
門
）本

質
界
の
大
日
如
来
・
無
作
三
身（
本
覚
）が（
心
生
滅
門
）現
実
世
界
へ
流
出
、
顕
現
す
る
と
説
く
。
特
に
中
古
天
台
で
は
、
現
象
界
の
一
切

を
本
覚
・
無
作
三
身
の
顕
在
と
見
て
凡
夫
即
佛
を
説
く
理
本
覚
で
あ
る
。
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口
伝
法
門
…
不
変
真
如
・
随
縁
真
如

心
真
如
門（
本
質
界
）に
お
け
る
真
如
の
不
変
性（
不
変
真
如
）、
心
生
滅
門（
現
象
界
）に
お
け
る
真
如
の
随
縁
性（
随
縁
真
如
）で
あ
り
、

中
古
天
台
で
は
、
不
変
真
如
を
迹
門
、
随
縁
真
如
を
本
門
に
配
す
る
。

日
蓮
聖
人
は
、「
立
正
観
鈔
」
昭
和
定
本
八
四
九
頁
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
問
う
、
天
台
こ
の
一
言
の
妙
法
こ
れ
を
証
得
し
た
ま
え
る
証
拠
こ
れ
あ
り
や
。

答
う
、
こ
の
事
天
台
一
家
の
秘
事
な
り
。
世
に
流
布
せ
る
学
者
こ
れ
を
知
ら
ず
。
灌
頂
玄
旨
の
血
脈
と
て
、
天
台
大
師
自
筆
の
血
脈
一

紙
こ
れ
あ
り
、
天
台
御
入
滅
の
後
は
石
塔
の
中
に
こ
れ
あ
り
。
伝
教
大
師
御
入
唐
の
時
、
八
舌
の
鑰
を
以
て
こ
れ
を
開
き
、
道
邃
和
尚
よ

り
伝
受
し
た
も
う
血
脈
と
は
こ
れ
な
り
。
こ
の
書
に
云
く
、
一
言
の
妙
旨
、
一
教
の
玄
義
と
文
。
伝
教
大
師
の
血
脈
に
云
く
、
夫
れ
一
言

の
妙
法
と
は
、
両
眼
を
開
い
て
五
塵
の
境
を
見
る
時
は
随
縁
真
如
な
る
べ
し
。
両
眼
を
閉
じ
て
無
念
に
住
す
る
時
は
不
変
真
如
な
る
べ

し
。
故
に
こ
の
一
言
を
聞
く
に
万
法
茲
に
達
し
、
一
代
の
修
多
羅
一
言
に
含
す
文
。」

文
の
通
り
、
道
邃
よ
り
伝
教
大
師
へ
伝
授
さ
れ
た
「
灌
頂
玄
旨
の
血
脈
」
に
お
け
る
「
不
変
真
如
・
随
縁
真
如
」
の
説
を
紹
介
し
て
い

る
。
中
国
天
台
宗
第
六
祖
妙
楽
大
師
は
、「
金
剛

論
」
に
天
台
宗
と
し
て
初
め
て
「
起
心
論
」
の
不
変
真
如
・
随
縁
真
如
を
引
用
し
、

以
降
、
天
台
の
教
理
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
妙
楽
大
師
の
弟
子
で
あ
る
第
七
祖
道
邃
和
上
よ
り
伝
授
さ
れ
た
と
す
る
真
如
随
縁

不
変
の
血
脈
も
こ
の
様
な
事
柄
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
当
世
の
天
台
宗
の
学
者
は
、
天
台
の
石
塔
の
血
脈
を
秘
し
失
う
故
に
、
天
台
の
血
脈
相
承
の
秘
法
を
習
い
失
つ
て
、
我
と
一
心
三
観

の
血
脈
と
て
我
意
に
任
せ
て
書
を
造
り
、
錦
の
袋
に
入
れ
て
頸
に
懸
け
、
箱
の
底
に
埋
め
て
高
直
に
売
る
故
に
邪
義
国
中
に
流
布
し
て
、

天
台
の
佛
法
を
破
失
せ
る
な
り
。
天
台
の
本
意
を
失
い
、
釈
尊
の
妙
法
を
下
す
。」

「
立
正
観
鈔
」
昭
和
定
本
八
五
〇
頁

こ
の
よ
う
に
、
宗
祖
は
、
正
統
な
「
灌
頂
玄
旨
の
血
脈
」
は
す
で
に
絶
え
て
実
在
し
な
い（「
天
台
の
石
塔
の
血
脈
を
秘
し
失
う
」）と
述
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べ
ら
れ
、
他
の
口
伝
法
門
は
我
意
に
任
せ
て
偽
造
さ
れ
た
事
実
を
挙
げ
、
血
脈
相
承
を
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
事
に
よ
り
、
天

台
宗
全
体
の
荒
廃
を
招
い
た
と
し
て
い
る
。
前
に
中
古
天
台
の
項
目
で
示
し
た
無
作
三
身
や
不
変
真
如
・
随
縁
真
如
等
中
古
天
台
の
口
伝

血
脈
の
内
容
を
表
す
用
語
が
五
大
部
等
主
要
御
遺
文
中
に
見
ら
れ
ず
、
御
遺
文
正
編
全
体
に
お
い
て
も
少
な
い
点
か
ら
も
、
血
脈
相
承
の

否
定
、
批
判
か
ら
、
そ
の
内
容
の
否
定
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

不
変
真
如
・
随
縁
真
如
の
説
は
、
昭
和
定
本
正
編
に
は
、
こ
の
御
遺
文
の
み
。
ま
た
、
室
町
期
の
日
興
門
流
に
お
い
て
成
立
し
た
と
い

わ
れ
る
「
御
義
口
伝
」
上
下
巻
に
は
、
随
縁
真
如
の
語
は
六
ヶ
所
見
ら
れ
る
。
こ
と
に
、
迹
門

不
変
真
如
、
本
門

随
縁
真
如
の
配
当

が
多
く
見
ら
れ
る
。

教
判

「
観
心
本
尊
抄
」
四
種
三
段
の
第
四
本
法
三
段
や
、「
開
目
抄
」
五
重
相
対
の
第
五
教
観
相
対
は
、
本
門
寿
量
品
文
上
の
久
遠
実
成
の

説
相（
教
相
）に
対
し
て
、
寿
量
品
の
文
底
観
心
で
あ
る
妙
法
五
字
を
選
択
す
る
教
判
で
あ
る
。「
観
心
本
尊
抄
」
に
「
釈
尊
の
因
行
果
徳

の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
上
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛（
事
顕
本
）の
功
徳
が
文
底（
内
証
）の
妙
法

五
字
の
功
徳
と
な
る
の
で
あ
り
、
末
法
の
観
心
と
し
て
の
妙
法
五
字
は
事
顕
本
の
佛
の
功
徳
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
、
文
上
・
文
底
の
相

対
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
文
底
観
心
も
事
顕
本
の
範
疇
に
あ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
中
古
天
台
の
四
重
興
廃
と
は
異
な
る
見
解

で
あ
る
。
こ
の
文
上
・
文
底
の
相
対
を
中
古
天
台
の
佛
身
論
に
置
き
換
え
て
、
本
門
寿
量
品
文
上
の
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
佛（
事
顕
本
）

を
迹
佛
と
し
、
文
底
観
心
の
佛
と
し
て
無
作
三
身
を
本
佛
と
し
た
も
の
が
、
日
蓮
門
下
に
お
け
る
理
顕
本
で
あ
る
。

二
、
宗
門
に
お
け
る
顕
本
論
の
展
開

室
町
期

江
戸
末
期
ま
で
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室
町
期
の
宗
門
…
中
古
天
台
心
酔
時
代

天
台
宗
の
円
頓
房
尊
海
は
、
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
年
）
武
蔵
国
仙
波
無
量
寿
寺（
八
三
〇
年
慈
覚
大
師
円
仁
開
基
、
現
川
越
喜
多
院
）

を
伏
見
天
皇
の
勅
許
を
得
て
中
興
、
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
年
）
後
二
条
天
皇
の
綸
旨
に
よ
り
、
坂
東
五
百
八
十
ケ
寺
を
末
寺
と
す
る
関

東
天
台
宗
総
本
山（
仏
地
院
…
無
量
寿
寺
中
院
）
と
な
り
、
関
東
天
台
教
学
の
拠
点
寺
院（
仏
地
院
…
中
院
、
仏
蔵
院
…
北
院
）と
し
て
そ

の
徒
で
あ
る
仙
波
門
徒
が
慧
心
流
天
台
学
を
学
ん
だ
。
当
時
、
圓
明
日
澄
・
平
賀
日
意
・
身
延
日
朝
・
日
意
・
日
伝
を
始
と
す
る
日
蓮
門

下
も
仙
波
で
慧
心
流
天
台
学
を
学
び
、
各
門
流
に
中
古
天
台
の
影
響
を
与
え
た
。
同
時
に
慧
心
流
三
重
七
箇
を
は
じ
め
と
す
る
口
伝
相
承

が
、
宗
門
内
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

関
東
天
台
に
影
響
を
受
け
た
日
蓮
門
下
の
教
学（
関
東
教
学
）は
、
教
団
の
関
西
進
出
に
伴
い
、
関
東
の
学
者
に
よ
り
京
都
の
門
流
の
教

学
へ
移
植
さ
れ
、
京
都
が
教
学
の
中
心
の
地
と
な
っ
た
。
室
町
期
に
お
け
る
各
門
流
の
学
者
に
よ
る
顕
本
論
を
理
顕
本
・
事
顕
本
に
分
け

る
と
、
次
の
様
に
な
る
。

◎
理
顕
本

身
延
日
朝

身

延

一

致

正
行
日
源

中

山

一

致

平
賀
日
意

比
企
谷

一

致

妙
顕
寺
日
具

四

条

一

致

妙
覚
寺
日
住

四

条

一

致
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本
成
寺
日
陣

陣

門

勝

劣

大
石
寺
日
有

富

士

勝

劣

◎
事
顕
本

圓
明
日
澄

六

条

一

致

慶
林
日
隆

八

品

勝

劣

承
慧
日
修

真

門

勝

劣

以
上
の
様
に
室
町
期
の
教
学
は
、
一
致
派
・
勝
劣
派
と
も
に
無
作
三
身
を
本
佛
と
す
る
理
顕
本
が
主
流
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
南
北
朝

よ
り
台
頭
し
、
室
町
時
代
に
入
っ
て
最
盛
期
を
迎
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
致
派
の
理
顕
本
は
、
基
本
的
に
中
古
天
台
の
理
顕
本
と
同
様
で
あ
り
、
寿
量
品
文
上（
能
顕
）の
久
遠
実
成
の
佛
を
迹
佛
と
し
、
文
底

観
心（
所
顕
）の
法
身
為
正
の
無
作
三
身
を
本
佛
と
し
て
、
凡
夫
即
佛
の
立
場
を
と
る
理
本
覚
で
あ
っ
た
。

八
品
派
慶
林
日
隆
の
事
顕
本
は
、
寿
量
品
所
説
の
久
遠
実
成
…
報
身
佛
の
実
修
実
証
に
よ
る
成
道（
報
身
為
正
）で
あ
り
、
五
百
億
塵
点

｜
能
顕

文
上

久
遠
実
成

始
覚

迹
佛

理
顕
本

法
身
為
正
｜
｜

｜
所
顕

文
底

無
作
三
身

本
覚

本
佛

凡
夫
即
佛
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劫
の
有
限
性（
有
始
）に
対
し
、
成
道
を
繰
り
返
す
こ
と（
繰
返
顕
本
）に
よ
り
無
始
無
終
の
永
遠
性
を
説
い
た
。
種
脱
判
を
用
い
て
本
門
正

宗
分
の
寿
量
品
一
品
二
半
を
釈
尊
在
世
の
脱
益
に
、
流
通
分
の
神
力
品
結
要
附
属
を
中
心
と
し
た
本
門
八
品（
涌
出
品

嘱
累
品
）を
釈
尊

滅
後
の
下
種
益
と
し
て
本
因
妙
下
種
の
行
を
説
い
た
。
ま
た
、
寿
量
品
一
品
二
半
の
法
体
を
絶
待
妙
、
本
門
八
品
を
相
待
妙
に
配
し
、
末

法
下
種
の
立
場
を
絶
待
妙
上
の
相
待
妙
と
し
、
そ
の
体
を
一
と
し
た
。

関
東
教
学
を
母
胎
と
し
て
成
立
し
た
京
都
の
教
学
は
、
天
文
法
難
（
一
五
三
六
）
後
、
そ
の
中
心
を
泉
南（
堺
）に
移
し
た
。
堺
妙
国
寺

の
佛
心
日

が
三
光
無
師
会
を
開
き
、
天
台
三
大
部
を
講
義
し
、
そ
の
門
下
の
一
如
日
重
は
、
受
派
の
立
場
か
ら
豊
臣
秀
吉
の
千
僧
会

出
・
不
出
問
題
（
一
五
九
五
）
で
不
受
派
の
妙
覚
寺
日
奥
と
対
立
、
日
重
の
勝
利
を
契
機
と
し
て
関
東
・
関
西
の
一
致
派
教
団
の
大
部
分

が
日
重
門
下
に
帰
し
て
い
っ
た
。
こ
の
対
立
は
教
学
的
に
は
、
日
重
の
天
台
学（
原
始
天
台
）中
心
、
開
権
顕
実
の
絶
待
判（
開
会
）に
立
脚

し
た
通
仏
教
的
な
関
西
教
学
と
、
不
受
派
日
奥
の
廃
権
立
実
の
相
待
判（
教
判
）に
立
脚
し
た
折
伏
主
義
で
あ
る
旧
関
東
教
学
と
の
対
立
で

も
あ
っ
た
。
後
に
、
両
者
は
観
心
論
に
お
い
て
趙
宋
天
台（
趙
宋
時
代
、
四
明
智
礼
が
山
家
派
の
中
心
と
な
り
原
始
天
台
復
帰
運
動
を
起

こ
し
、
華
厳
化
し
た
山
外
派
の
教
理
と
対
立
）の
一
念
三
千
の
一
念
を
悟
り
の
真
心
と
み
る
山
外
派
を
支
持
す
る
受
派
と
、
一
念
を
凡
夫

の
妄
心
と
み
る
山
家
四
明
派
を
支
持
す
る
不
受
派
と
の
対
立
と
な
っ
た
。

｜
脱

益

在
世

一
品
二
半

絶
待
妙

教

事
顕
本

報
身
為
正
｜
｜

｜
下
種
益

滅
後

八

品

相
待
妙

観

本
因
妙
下
種
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関
東
に
お
い
て
は
、
日
重
門
下
の
心
性
日
遠
の
一
門
に
よ
っ
て
、
身
池
対
論
（
一
六
三
〇
）
を
挟
ん
で
、
飯
高
・
中
村
の
各
檀
林
の
学

閥
で
あ
る
法
類
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
日
要
・
日
耀
・
日
祐
の
門
下
は
飯
高
檀
林
の
学
閥
を
形
成
し
、
江
戸
後
期
に
は
、
松
和
田
谷

（
総
称
勇
師
法
類
）の
通
師
法
類
・
潮
師
法
類
、
中
台
谷
の
脱
師
法
類
、
城
下
谷
の
池
上
三
法
類（
中
道
庵
・
樹
下
庵
・
妙
玄
庵
）・
堺
法
類

と
な
り
、
身
延
・
池
上
等
の
継
承
者
を
出
し
た
。
日
逹
・
日
暹
・
日
護
門
下
は
中
村
檀
林
の
学
閥
を
形
成
し
、
東
法
眷
の
境
師（
玉
澤
）法

類
・
逹
師
法
類
、
西
法
眷
の
奠
師
法
類
・
莚
師
法
類
と
な
り
、
妙
顕
寺
・
本
圀
寺
・
玉
澤
妙
法
華
寺
等
の
継
承
者
を
出
し
た
。
小
西
檀
林

は
不
受
派
の
化
主
守
玄
日
領
の
流
罪
後
荒
廃
し
た
が
、
日
寛
に
よ
り
中
興
さ
れ
、
法
脈
か
ら
小
室
妙
法
寺
・
茂
原
藻
原
寺
等
の
継
承
者
を

出
し
た
。

天
台
学
偏
重
の
檀
林
教
育
か
ら
宗
学
の
復
興
を
目
指
し
た
一
妙
院
日
導（
一
七
二
四

八
九
）は
、『
祖
書
綱
要
』
を
著
し
た
が
、
顕
本

論
に
お
い
て
は
、
寿
量
品
文
上
の
久
遠
実
成
の
佛
を
迹
佛
と
し
、
文
底
観
心
の
無
作
三
身
を
本
佛
と
し
て
凡
夫
即
佛
の
立
場
を
と
る
中
古

天
台
的
な
理
本
覚
、
理
顕
本
で
あ
っ
た
。

優
陀
那
日
輝（
一
八
〇
〇

五
九
）は
、『
綱
要
正
議
』
を
著
し
、
日
導
の
『
祖
書
綱
要
』
の
理
本
覚
に
立
脚
し
た
教
理
の
修
正
を
試
み

た
。
す
な
わ
ち
、
現
実
の
衆
生
を
そ
の
ま
ま
無
作
本
覚
佛
の
顕
れ
と
見
る
凡
夫
即
佛
の
理
本
覚
、
法
身
為
正
の
教
理
か
ら
、
佛
智
を
妙
法

の
体
と
し
て
佛
智
の
体
得
を
行（
信
心
正
因
、
三
業
一
致
）と
す
る
佛
智
為
本
の
教
学
へ
と
改
め
た
が
、
本
尊
は
久
遠
実
成
本
有
無
作
の
本

佛
で
あ
り
、
理
顕
本
の
範
囲
内
で
の
修
正
で
あ
っ
た
。
日
輝
教
学
は
、
門
下
で
あ
る
日
薩
・
日
鑑
・
日
修
等
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
現
代

教
学
の
起
点
と
な
り
、
以
降
、
文
献
学
の
進
歩
等
に
よ
る
批
判
・
修
正
を
踏
ま
え
て
、
今
日
の
教
学（
事
顕
本
）へ
と
至
る
。
ま
た
、『
充

洽
園
礼
誦
儀
記
』
が
『
宗
定
日
蓮
宗
法
要
式
』
に
引
用
さ
れ
、
今
な
お
影
響
を
与
え
て
い
る
。

｜
受

派

関
西
教
学

天
台
学
中
心

絶
待
判

開
権
顕
実

摂
受

山
外

｜
不
受
不
施
派

関
東
教
学

御
遺
文
中
心

相
待
判

廃
権
立
実

折
伏

山
家
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中
７

身

飯

禪
那
日
忠
｜
｜
｜
僧
那
日
豊
｜
｜
草
山
元
政
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
慧
明
日
燈
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
六
牙
日
潮
【
潮
師
】

身

鷹
ヶ
峰
〉

身

｜
寂
照
日
乾
｜
｜
寂
妙
日
深

｜
妙
心
日
奠
身

中
９
【
奠
師
】

｜
中
正
日
護
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
（
西
方
眷
）
｜
隆
源
日
莚
身

中

【
莚
師
】

一
如
日
重
｜
｜

身

中
４

山
科
〉

身

飯

｜
顯
是
日
要
｜
｜
法
性
日
勇
｜
｜
寂
遠
日
通
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
智
寂
日
省
身

｜

身

飯
３

【
勇
師
】（
松
和
田
谷
）【
通
師
】

｜
遠
沽
日
亨
身

｜
心
性
日
遠
｜
｜
飯

身

｜
久
成
日
相

｜
圓
是
日
耀
｜
｜
本
是
日
理
｜
｜
一
圓
日
脱
【
脱
師
】

（
中
台
谷
）

飯

｜
妙
悟
日
玄
｜
｜
妙
玄
日
等
【
妙
玄
庵
】

｜
壽
量
日
祐
｜

｜
慈
雲
日
潤

（
城
下
谷
）
｜
常
住
日
宣
｜
｜
守
玄
日

【
中
道
庵
】

｜
恵
性
日
通
｜
｜
一
乗
日
養
飯

｜
要
玄
日
寛
｜
｜
一
妙
日
堯

小

小

身

中

中

｜
智
見
日
暹
｜
｜
本
通
日
允
｜
｜
勝
光
日
耀
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
眞
如
日
等

｜
禪
智
日
好

｜
了
義
日
逹
【
達
師
】

飯
８
小
４

身

中
８

中

・

中

中

東
方
眷

日
産
｜
｜
｜
｜
｜
眞
應
日
逹
｜
｜
通
心
日
境
｜
｜
境
妙
日
宗

（
東
方
眷
）【
境
師
】

『
日
蓮
宗
教
学
史
』（
二
二
〇
頁
）改

※
身
○
…
身
延
山
第
○
世

飯
○
…
飯
高
檀
林
第
○
代
化
主

中
○
…
中
村
檀
林
第
○
代
化
主

小
○
…
小
西
檀
林
第
○
代
化
主

【
○
】
…
法
類
適
宜
省
略
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三
、
現
代
仏
教
に
お
け
る
顕
本
論

日
蓮
宗
の
本
尊

日
蓮
宗
の
本
尊
で
あ
る
佛
は
、「
日
蓮
宗
宗
義
大
綱
」
に
、

「
本
門
の
本
尊
は
、
伽
耶
成
道
の
釈
尊
が
、
寿
量
品
で
み
ず
か
ら
久
遠
常
住
の
如
來
で
あ
る
こ
と
を
開
顕
さ
れ
た
仏
で
あ
る
。
宗
祖

は
、
こ
の
仏
を
本
尊
と
仰
が
れ
た
。
そ
し
て
釈
尊
の
悟
り
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
現
わ
し
、
虚
空
会
上
に
来
集
し
た
諸
仏
諸
尊
が
、
こ
の

法
に
帰
一
し
て
い
る
境
界
を
図
示
さ
れ
た
の
が
大
曼
荼
羅
で
あ
る
。」
と
あ
る
通
り
、
事
顕
本
の
佛
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
を
解
釈
し
た
『
宗
義
大
綱
読
本
』
八
五

八
六
頁
に
は
、
次
の
通
り
説
明
が
あ
る
。

「﹇
本
門
の
本
尊
〕

本
尊
の
実
体

本
門
の
本
尊
の
実
体
は
日
蓮
宗
宗
憲
の
第
一
条
に
明
記
し
て
あ
る
通
り
、「
久
遠
実
成
本
師
釈
迦
牟
尼
佛
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
報
恩
抄
に
三
秘
の
第
一
と
し
て
、

日
本
乃
至
一
間
浮
提
一
同
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
。

と
述
べ
ら
れ
た
定
言
の
通
り
で
あ
る
。

本
門
の
教
主
釈
尊
は
観
心
本
尊
抄
で
は
、

五
百
塵
点
乃
至
所
顕
の
三
身
に
し
て
無
始
の
古
仏
な
り
。

と
示
さ
れ
る
。（
中
略
）

「
三
身
」
と
は
一
身
即
三
身
の
仏
で
あ
り
、
か
つ
「
正
在
報
身
」
で
あ
る
。
そ
の
三
身
と
も
に
無
始
無
終
な
る
姿
を
「
三
身
に
し
て
無
始
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の
古
仏
」
と
い
う
。」

以
上
の
通
り
日
蓮
宗
の
本
尊
は
、
事
顕
本
、
報
身
為
正
で
あ
る
。

『
宗
定
日
蓮
宗
法
要
式
』（
昭
和
二
六
年
初
版
）（
一
七
四
頁
）で
は
、
最
近
ま
で
「
引
導
文
」
に
、

「
能
居
所
居
、
身
土
色
心
、
倶
体
倶
用
無
作
の
三
身
、
本
門
寿
量
の
当
体
蓮
華
の
佛
と
は
日
蓮
が
弟
子
檀

那
等
の
中
の
事
な
り
」

と
、「
当
体
義
鈔
」（
昭
和
定
本
七
五
九
頁
）の
文
が
存
在
し
た
が
、『
平
成
版
宗
定
日
蓮
宗
法
要
式
』（
一
八
六
頁
）で
は
削
除
さ
れ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
、「
教
義
に
か
か
わ
る
事
項
は
勧
学
院
に
諮
問
し
慎
重
に
改
訂
を
施
し
た
。」（
四
五
〇
頁
）と
あ
る
。
よ
っ
て
、
実
践
面
に
お

い
て
も
、
事
顕
本
の
仏
に
統
一
さ
れ
た
事
と
な
る
。
ま
た
、
同
『
宗
定
日
蓮
宗
法
要
式
』
の
「
運
想
」
の
適
文
と
し
て
、『
充
洽
園
礼
誦

儀
記
』
の
「
奉
唱
妙
法
…
無
作
三
身
の
覚
体
」
の
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
祖
文
そ
の
他
、
適
宜
の
文
を
用
い
る
が
宜
い
。」（
二
四

三
頁
）と
あ
り
、
元
々
運
想
の
文
は
特
定
し
て
い
な
い
為
、
改
訂
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

九
識
霊
断
、
新
日
蓮
教
学
概
論

「
更
に
、
深
解
を
加
え
れ
ば
、
こ
の
五
字
の
中
に
、
寿
量
大
霊
仏
の
大
曼
荼
羅
界
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
無
相
密
在
の
大
曼
荼
羅
界

が
、
有
相
に
顕
在
し
て
大
自
然
と
な
り
、
文
化
と
な
り
、
社
会
生
活
を
構
成
し
、
総
在
せ
し
め
て
い
る
。
そ
れ
が
九
識
の
本
体
界
で
あ

る
。」

『
新
日
蓮
教
学
概
論
』
二
〇
二
頁

「『
此
の
品
の
所
詮
は
久
遠
実
成
な
り
。
久
遠
と
は
、
は
た
ら
か
さ
ず
、
つ
く
ろ
は
ず
、
も
と
の
儘
と
云
ふ
義
な
り
。
無
作
の
三
身
な
れ

ば
、
初
め
て
成
ぜ
ず
、
是
れ
働
か
さ
ざ
る
な
り
が
卅
二
相
八
十
種
好
を
具
足
せ
ず
、
是
れ
繕
は
ざ
る
な
り
。
本
有
常
住
の
仏
な
れ
ば
本
の
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儘
な
り
。
是
を
久
遠
と
云
ふ
な
り
。
久
遠
と
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
り
。
実
成
（
ま
こ
と
に
ひ
ら
け
た
り
）、
無
作
と
開
け
た
る
な
り
云

云
』（
御
義
口
伝
）（
一
四
四
〇
）（「
御
義
口
伝
」
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遣
文
二
六
七
一
頁
｜
筆
者
註
）
と
説
か
れ
た
る
が
ご
と
く
、
久
遠

元
初
よ
り
、
完
全
具
足
せ
る
実
在
で
あ
っ
て
、
全
く
本
然
の
も
の
で
あ
る
。
今
、
法
華
経
如
来
寿
量
品
に
至
っ
て
、
全
仏
教
の
結
晶
と
し

て
、
久
遠
実
成
無
作
三
身
が
開
顕
せ
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
法
身
、
報
身
、
応
身
の
三
身
を
一
身
に
具
足
し
て
闕
減
無
き
仏
が
、
寿
量
品
所
顕
の
本
師
釈
迦
尼
仏
で
あ
り
、
仏
陀
観
の

詮
及
に
依
っ
て
説
き
明
か
さ
れ
た
、
釈
尊
の
本
地
開
顕
で
あ
る
。
ま
た
寿
量
品
に
説
か
れ
る
が
如
く
、
本
地
身
は
全
宇
宙
の
生
命
の
大
根

源
に
し
て
、
無
相
に
密
在
す
る
為
、
本
門
寿
量
仏
と
尊
称
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
寿
量
仏
の
観
念
を
、
現
実
の
上
に
移
行
し
た
と
き
、
す
な
わ
ち
、
体
験
に
拠
っ
た
内
証
の
境
、
そ
の
神
秘
不
可
思
議
な
門
を
く
ぐ

つ
て
、
日
常
生
活
に
戻
っ
て
み
た
と
き
、『
今
日
蓮
等
の
類
ひ
の
意
は
、
総
じ
て
は
如
来
と
は
一
切
衆
生
な
り
。
別
し
て
日
蓮
の
弟
子
檀

那
な
り
』
と
い
う
祖
意
が
判
然
と
会
通
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
生
あ
る
者
、
全
て
が
無
相
に
密
在
す
る
真
如
（
本
体
界
）
を
本
質
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
我
々
日
蓮
門
下
は
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
信
唱
受
持
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
仏
位
を
相
続
し
、
本
門
寿
量
仏
を
有
相
に
顕

現
せ
し
め
ん
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
大
事
の
達
成
手
段
と
し
て
、
一
大
秘
法
の
五
字
を
下
種
す
る
と
い
う
実
践
宗
教
と
し
て
の
行
法
が
必

要
な
の
で
あ
る
。」

『
新
日
蓮
教
学
概
論
』
二
一
四
頁

「
御
義
口
伝
」
は
現
在
、
室
町
期
に
日
興
門
流
で
成
立
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
参
考
文
献
に
挙
げ
ら
れ
る
『
本
化
聖
典
大

辞
林
』
が
出
版
さ
れ
た
当
時
は
、
真
撰
と
さ
れ
て
い
た
。「
御
義
口
伝
」
を
真
撰
と
す
る
か
否
か
で
顕
本
論
に
お
い
て
も
意
見
の
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
等
を
真
撰
と
し
て
理
顕
本
の
教
理
を
展
開
し
た
も
の
が
本
書
の
教
学
で
あ
る
。

理
顕
本
の
本
覚
法
門
は
、
源
流
と
な
る
「
大
乗
起
信
論
」
の
一
心
二
門
を
理
論
基
盤
に
も
つ
も
の
で
あ
り
、「
本
体
界
」
が
「
心
真
如

門
」
に
、「
現
象
界
」
が
「
心
生
滅
門
」
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
し
、「
本
体
界
」（
真
如
）が
随
縁
変
動
し
て
「
現
象
界
」
を
顕
在
さ
せ
て
い
る
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と
す
る
真
如
随
縁
論（
本
覚
思
想
で
は
「
本
体
界
」
を
本
覚
と
し
て
、「
現
象
界
」
は
本
覚
の
顕
現
と
見
る
）を
基
調
と
す
る
思
想
で
あ

る
。
以
下
、
次
の
図
参
照
。

「
本
体
界
」（
大
曼
荼
羅
界
）に
無
相
密
在
す
る
無
作
三
身（
寿
量
大
霊
仏
）を
本
地
佛
「
全
宇
宙
の
生
命
の
大
根
源
」
と
し
て
、
こ
の
佛

が
「
現
象
界
」
の
有
相
に
顕
在
し
て
大
自
然
、
文
化
、
社
会
生
活
等
一
切
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
現
象
界
」
は
、「
生

あ
る
者
、
全
て
が
無
相
に
密
在
す
る
真
如
（
本
体
界
）
を
本
質
と
す
る
」
真
如
随
縁
論
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
本
体
界
」
か
ら
「
現
象
界
」
へ
、「
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
信
唱
受
持
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
仏
位
を
相
続
し
、
本
門
寿
量
仏
を
有
相

に
顕
現
せ
し
め
ん
」
こ
と
が
日
蓮
門
下
の
使
命
で
あ
り
、「
一
大
秘
法
の
五
字
を
下
種
」
す
る
こ
と
が
そ
の
実
践
方
法
で
あ
る
。

「
信
仰
は
、
七
・
八
両
識
の
本
能
・
理
性
に
止
住
す
る
こ
と
な
く
、
現
実
の
現
象
を
超
え
て
、
そ
の
奥
に
現
象
を
顕
現
せ
し
む
る
第
九
識

の
本
体
界
に
合
一
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
々
の
人
間
に
分
霊
し
た
主
我
の
一
大
生
命
へ
の
帰
省
で
あ
り
、
こ
れ
に
祈
り
が
伴
え

ば
、
必
然
に
超
心
理
現
象
で
あ
る
思
念
伝
達
・
霊
感
・
霊
験
等
の
不
可
思
議
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。」

『
新
日
蓮
教
学
概
論
』
九
一
頁

大
曼
荼
羅
界

本
覚
如
來

寿
量
仏

｜
心
真
如
門
「
本
体
界
」

無
相
密
在

根
本
一
理
…
一
大
秘
宝

無
作
三
身

九
識

一

心
｜
｜

←
真
如
随
縁

→
合
一
…
信
・
霊
断

←
下
種
…
行

｜
心
生
滅
門
「
現
象
界
」

有
相
顕
在

大
自
然
・
文
化
・
社
会

人
間
存
在

六

八
識
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無
作
三
身
の
「
本
体
界
」
は
、『
新
日
蓮
教
学
概
論
』
で
は
九
識
で
あ
り
、
信
仰
と
は
、「
現
象
を
顕
現
せ
し
む
る
第
九
識
の
本
体
界
に

合
一
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
現
象
界
」
に
お
け
る
祈
り
に
よ
っ
て
「
本
体
界
」
と
合
一
し
、
そ
の
内
容
を
感
得
す
る
こ
と
が

「
超
心
理
現
象
で
あ
る
思
念
伝
達
・
霊
感
・
霊
験
等
」
で
あ
る
。
こ
の
様
に
「
現
象
界
」
に
お
い
て
「
本
体
界
」
の
情
報
内
容
を
知
る
手

段
と
し
て
、「
九
識
霊
断
法
」
等
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

霊
断
に
お
い
て
は
、
唯
識
論
・
心
理
学
・
祖
文
等
を
参
考
に
、「
九
識
を
追
究
し
、
補
足
す
る
心
理
学
」
と
し
て
「
整
識
観
」
…
「
五

段
配
当
の
九
箇
心
識
」
と
い
う
独
自
の
心
理
学
を
樹
立
し
、「
本
体
界
」
の
九
識
を
神
秘
識

仏
性
・
主
我
と
し
た
。
四
徳
波
羅
密
…
常

楽
我
浄
の
我
波
羅
密
と
は
、
佛
の
大
自
在
我
を
示
す
が
、「
主
我
」
と
は
こ
の
大
我
意
識
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

「
五
段
配
当
の
九
箇
心
識
」

『
新
日
蓮
教
学
概
論
』
三
六
頁

第
一

五
識

眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
識

知
覚
識（
第
一
段
）

第

六

識

意

識

判
断
識（
第
二
段
）

第

七

識

本

能

無
明
識（
第
三
段
）

第

八

識

理

性

法
性
識（
第
四
段
）

第

九

識

仏

性

神
秘
識（
第
五
段
）

「
こ
の
日
蓮
仏
教
を
光
輝
あ
ら
し
め
る
も
の
は
、『
云
う
事
後
に
あ
へ
ば
こ
そ
人
も
信
ず
れ
』
で
あ
る
。
霊
感
を
使
わ
ず
し
て
日
蓮
仏
教

を
弘
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
衆
の
信
頼
に
応
え
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
霊
験
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
大
衆
を
救
う

こ
と
が
で
き
、
大
衆
が
そ
の
現
証
を
知
っ
て
祈
る
と
こ
ろ
に
利
生
が
あ
っ
て
、
令
法
久
住
に
な
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
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そ
の
秘
鍵
こ
そ
、
一
大
秘
法
の
五
字
に
納
ま
る
功
徳
を
受
得
す
る
三
大
秘
法
の
行
法
そ
の
も
の
で
あ
り
、
三
大
秘
法
の
持
つ
密
教
的
効

果
で
あ
る
。
先
に
本
化
の
修
法
あ
り
、（
中
略
）多
年
信
唱
受
持
の
神
秘
を
研
鑽
し
て
、
遂
に
先
人
未
発
の
境
た
る
「
九
識
霊
断
法
」「
倶

生
霊
神
符
」「
五
種
護
符
」「
充
霊
法
華
三
昧
法
」
が
創
始
さ
れ
、
本
門
の
題
目
、
祈
り
を
も
っ
て
初
信
門
に
し
て
久
遠
本
仏
の
霊
験
神
秘

の
救
護
に
安
心
す
る
真
の
日
蓮
仏
教
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。」

『
新
日
蓮
教
学
概
論
』
二
七
八
頁

「
本
体
界
」（
九
識
）と
「
現
象
界
」
の
媒
介
者
と
し
て
、
霊
断
師
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。「
霊
験
」
と
は
、「
本
体
界
」
と
合
一
し
た
こ

と
を
証
す
る
「
現
証
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
衆
の
信
頼
を
得
る
事
と
な
る
為
、
聖
徒
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
と
な
る
。「
本
体

界
」（
九
識
）の
「
霊
験
神
秘
」
を
「
三
大
秘
法
の
持
つ
密
教
的
効
果
」
に
よ
り
引
き
出
す
方
法
と
し
て
、「
九
識
霊
断
法
」「
倶
生
霊
神

符
」「
五
種
護
符
」「
充
霊
法
華
三
昧
法
」
等
が
開
発
さ
れ
た
と
す
る
。

以
上
の
通
り
、
現
在
の
日
蓮
宗
の
事
顕
本
の
教
理
に
対
し
、
本
書
に
お
い
て
は
、
理
顕
本
の
教
理
を
発
展
さ
せ
た
内
容
で
あ
る
。

日
蓮
正
宗

日
蓮
正
宗
に
お
け
る
宗
祖
本
佛
論
は
、
室
町
期
の
大
石
寺
九
世
日
有
（
一
四
〇
九

八
二
）
に
始
ま
り
、
江
戸
中
期
の
二
六
世
堅
樹
日

寛
（
一
六
六
五

一
七
二
六
）
の
石
山
教
学
を
組
織
大
成
し
た
「
六
巻
抄
」
に
完
成
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
日
蓮
正
宗
・
法
華

講
・
創
価
学
会
に
お
い
て
も
、「
六
巻
抄
」
に
基
づ
く
宗
祖
本
佛
論
が
教
化
さ
れ
て
い
る
。

大
石
寺
日
有
の
宗
祖
本
佛
論
は
、
八
品
派
慶
林
日
隆
が
事
顕
本
を
基
に
説
い
た
種
脱
判
を
理
顕
本
上
の
佛
身
論
に
置
き
換
え
て
説
い
た

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
理
顕
本
は
、
寿
量
品
文
上
の
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛
を
迹
佛
、
文
底
の
無
作
三
身
を
本
佛
と
し
て
凡
夫
即
佛

を
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
日
隆
の
種
脱
判
を
用
い
て
文
上
の
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛（
一
品
二
半
）を
脱
益
に
配
し
、
文
底
の
無
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作
三
身
を
八
品
所
顕
の
本
因
妙
…
下
種
益
に
配
し
て
、
凡
夫
即
佛
か
ら
宗
祖
本
佛（
下
種
益
教
主
）
を
想
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

後
に
、
種
脱
判
は
日
寛
の
下
種
三
種
教
判
に
お
い
て
権
実
・
本
迹
・
種
脱
の
相
対
判
の
中
、
種
脱
判
に
本
門
内
の
法
体
勝
劣
を
た
て
文
底

下
種
益
を
事
一
念
三
千
、
題
目（
観
心
）勝
、
文
上
脱
益
を
寿
量
品
一
品
二
半（
教
相
）劣
と
し
、
本
尊
論
で
は
宗
祖
本
佛
、
釈
迦
脱
佛
と
し

た
。種

脱
判
以
前
に
、
宗
祖
本
佛
で
あ
る
実
際
の
理
由
は
、「
法
華
本
門
宗
血
脈
相
承
事
（
本
因
妙
抄
）」（『
富
士
宗
学
要
集
』
一
巻
八
頁
）

に
、「
釈
尊
久
遠
名
字
即
の
位
の
御
身
の
修
行
を
、
末
法
今
時
の
日
蓮
が
名
字
即
の
身
に
移
せ
り
。『
理
は
造
作
に
非
ざ
る
故
に
天
真
と
曰

ふ
。
証
智
円
明
の
故
に
独
朗
と
云
ふ
』
の
行
儀
、
本
門
立
行
の
血
脈
之
を
注
す
。」
と
、
あ
る
。

つ
ま
り
は
、
中
古
天
台
の
「
天
心
独
朗
観
」
に
よ
っ
て
無
作
三
身
の
理
本
覚
の
境
地
を
顕
し
、
凡
夫
即
佛
、
名
字
即
成
と
見
た
と
き
に

宗
祖
本
佛
を
感
得
し
た
の
で
あ
る
。「
本
因
妙
抄
」
は
、
偽
書
と
さ
れ
て
い
る
。

「
観
心
本
尊
抄
文
段
上

富
山
大
石
寺
二
十
六
世
日
寛
謹
ん
で
記
す

夫
れ
当
抄
に
明
か
す
所
の
観
心
の
本
尊
と
は
、
一
代
諸
経
の
中
に
は
但
法
華
経
、
法
華
経
二
十
八
品
の
中
に
は
但
本
門
寿
量
品
、
本
門

寿
量
品
の
中
に
は
但
文
底
深
密
の
大
法
に
し
て
本
地
唯
密
の
正
法
な
り
。

｜
文
上

久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛
…
脱

益

在
世

一
品
二
半
｜

理
顕
本
｜

｜
種
脱
判

｜
文
底

無
作
三
身

本
因
妙
…
…
下
種
益

滅
後

八

品
｜

凡
夫
即
佛

宗
祖
本
佛（
下
種
益
教
主
）
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こ
の
本
尊
に
人
あ
り
法
あ
り
。
人
は
謂
く
、
久
遠
元
初
の
境
智
冥
合
、
自
受
用
報
身
。
法
は
謂
く
、
久
遠
名
字
の
本
地
難
思
の
境
智
の

妙
法
な
り
。
法
に
即
し
て
こ
れ
人
、
人
に
即
し
て
こ
れ
法
、
人
法
の
名
は
殊
な
れ
ど
も
、
そ
の
体
は
恒
に
一
な
り
。
そ
の
体
は
一
な
り
と

雖
も
、
而
も
人
法
宛
然
な
り
。
応
に
知
る
べ
し
、
当
抄
は
人
即
法
の
本
尊
の
御
抄
な
る
の
み
。
こ
れ
則
ち
諸
仏
諸
経
の
能
生
の
根
源
に
し

て
、
諸
仏
諸
経
の
帰
趣
せ
ら
る
る
処
な
り
。
故
十
方
三
世
の
恒
妙
の
諸
仏
の
功
徳
、
十
方
三
世
の
微
塵
の
経
々
の
功
徳
、
皆
咸
く
こ
の
文

底
下
種
の
本
尊
に
帰
せ
ざ
る
な
し
。」

同
右
四
巻
二
一
三
頁

「
本
地
自
行
の
自
受
用
身
は
即
ち
是
れ
本
因
妙
の
教
主
釈
尊
な
り
。
本
因
妙
の
教
主
釈
尊
は
即
ち
是
れ
末
法
出
現
の
蓮
祖
聖
人
の
御
事
な

り
。
是
れ
則
ち
行
位
全
く
同
じ
き
故
な
り
。
名
異
体
同
の
御
相
伝
本
因
妙
の
教
主
日
蓮
之
れ
を
思
い
合
わ
す
べ
し
、
之
れ
を
思
い
合
わ
す

べ
し
。
故
に
当
文
の
意
人
法
体
一
の
故
に
蓮
祖
を
以
っ
て
本
尊
と
為
す
べ
し
云
云
。」「
六
巻
抄
、
末
法
相
応
抄
下
」

同
右
三
巻
一
六
八
頁

寿
量
品
文
底
の
久
遠
元
初
の
本
因
妙
を
根
本
一
理
と
し
て
、
題
目（
法
）と
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
・
再
誕
宗
祖
本
佛（
人
）の
「
人
即
法

の
本
尊
」
が
成
立
す
る
。
こ
の
本
因
妙
を
「
諸
仏
諸
経
の
能
生
の
根
源
」
の
種
子
と
し
て
、「
文
上
」
現
象
界
に
久
遠
実
成
の
釈
尊（
迹

佛
、
脱
佛
）を
は
じ
め
と
し
た
諸
仏
諸
経
を
生
成
し
て
い
る
。「
久
遠
元
初
自
受
用
報
身
」
と
は
、
自
受
用
報
身
成
道
の
時
を
「
久
遠
元

初
」

本
因
妙
成
立
の
時
と
し
た
本
有
無
作
三
身
で
あ
り
、
こ
れ
を
文
底
本
佛
と
し
て
文
上
の
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
佛
を
迹
佛
と
す
る
こ

と
か
ら
、
基
本
的
に
は
中
古
天
台
の
理
顕
本
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
中
古
天
台
本
覚
思
想
の
源
流
と
な
る
「
大
乗
起
信
論
」

の
一
心
二
門
の
世
界
観
か
ら
み
る
と（
次
の
図
参
照
）、
心
真
如
門（
本
質
界
）…
文
底
・
能
生
・
理
顕
本
、
心
生
滅
門（
現
象
界
）…
文
上
・

所
生
・
事
顕
本
と
な
り
、
本
質
界
の
根
本
一
理
で
あ
る
久
遠
元
初
の
本
因
妙
を
「
能
生
の
根
源
」
と
し
て
「
所
生
」
の
現
象
界
に
お
け
る

諸
佛
他
一
切
を
顕
現
さ
せ
て
い
る
と
す
る
真
如
随
縁
論
で
あ
る
こ
と
が
認
識
で
き
る
。
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「
御
義
口
伝
巻
上
」
に
お
い
て
、

「
信
解
品
六
箇
大
事（
中
略
）又
云
信
不
変
真
如
理
也
。
其
故
信
知
一
切
法
皆
是
仏
法
体
達
実
相
一
理
信
也
。
解
随
縁
真
如
也
。
自
受
用
智

云
也
。」（
昭
和
定
本
二
六
二
七
頁
）

と
、
信
解
の
解
の
字
を
「
随
縁
真
如
」
自
受
用
報
身
の
智
慧
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
御
講
聞
書
」（
昭
和
定
本
二
五
八
一
頁
）に
も
同
じ

随
縁
真
如
…
自
受
用
智
の
配
当
が
あ
る
事
か
ら
、
当
時
の
中
古
天
台
に
お
い
て
こ
の
説
が
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
は
、
自

受
用
報
身
の
智
慧
の
働
き
が
「
随
縁
真
如
」
で
あ
る
。

曼
荼
羅
本
尊
の
中
央
の
題
目
を
「
能
生
の
根
源
」
と
し
、
周
辺
の
釈
迦
、
多
宝
を
は
じ
め
と
す
る
十
界
諸
尊
を
そ
の
「
所
生
」
と
す
る

教
理
は
、
真
言
宗
の
曼
荼
羅
に
お
い
て
、
中
央
の
大
日
如
来
を
能
生
、
周
辺
の
諸
尊
を
所
生
と
す
る
教
理
と
共
通
す
る
。
台
密
に
お
い
て

大
日
如
来
と
無
作
三
身
が
二
佛
同
体
と
な
り
、
以
降
の
中
古
天
台
に
お
い
て
も
無
作
三
身
は
密
教
の
理
を
も
つ
本
地
佛
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

（
理
顕
本
）

｜
心
真
如
門（
本
質
界
）｜
﹇
文
底
〕
｜
｜
能
生

根
本
一
理
（
法
）題
目（
能
生
の
根
源
）

本
因
妙
（
人
）久
遠
元
初
本
佛
・
宗
祖
本
佛

一

心
｜

←
真
如
随
縁本

果
妙

｜
心
生
滅
門（
現
象
界
）｜
﹇
文
上
〕
｜
｜
所
生

本
門
教
主
釈
尊（
迹
佛
）・
法
界
全
体

（
事
顕
本
）



─ ─

以
上
の
通
り
、
大
石
寺
の
教
学
は
、
理
顕
本
の
教
理
の
上
に
、
種
脱
判
や
報
身
為
正
説
等
事
顕
本
の
教
理
を
移
植
し
た
も
の
で
あ
り
、

本
質
的
に
は
、
中
古
天
台
の
理
顕
本
が
教
理
基
盤
と
な
る
の
で
あ
る
。
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